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日頃から本校の教育活動に御理解と御協力をいただきありがとうございます。 

令和８年１月に保護者の皆様に御依頼いたしました「令和７年度学校評価アンケート（保護者用）」に御回答

いただきありがとうございました。皆様の御意見を学校として真摯に受け止め、より良い教育活動を展開してい

きたいと思います。今後とも引き続き本校の教育活動に御理解と御協力を賜りますようお願いいたします。 
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《全般》 

〇学校評価アンケート結果では｢よく当てはまる｣｢やや当てはまる｣と回答した割合が全体的に昨年度より若

干増加しています。質問項目ごとに見ると、｢3.活気があり生徒が生き生きしている｣、｢17.部活動が活発｣、

｢21.学校行事に楽しく参加できている｣などの項目で９割以上の肯定的な回答をいただいており、また、｢4. 

北嵯峨高校へ通わせて満足している｣も 89.3％とポイントが高く、多くの保護者の方が本校の教育活動に御理

解いただいていることは、大変ありがたいことです。一方で、｢8.家庭学習の習慣の定着｣、｢12.セミナーや

進路補習｣については、昨年度より若干ポイントが上がったものの他の項目と比較すると低い満足度となって

います。これらを踏まえ、今後も継続的な学校改善に努めてまいります。 
 

〇自由記述のコメントでは、｢毎日楽しそうに登校し生き生きと学校生活を送っている｣、｢親身に子どもの話

を聴いて励ましてくださり感謝している｣、｢感じのいい生徒さんが多くいつも挨拶してくれる｣、｢ＨＰやイン

スタ発信により学校の様子や雰囲気がわかりやすい｣、｢北嵯峨に通わせて本当に良かった｣などの御意見をい

ただきました。今後も保護者の皆様から御満足いただける学校になるよう、教育活動の改善を続けたいと考え

ていますので、御理解と御協力をよろしくお願いいたします。 

  

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

よくあてはまる 25.4 30.1 38.5 46.2 19.4 22.1 20.1 14.7 15.1 16.7 22.7 12.7 30.8 28.4 25.8 63.9 61.2 32.4 32.8 30.1 59.2 22.7 19.7 29.1 19.4 18.4 22.1 23.1 43.8

ややあてはまる 57.9 55.2 54.2 43.1 53.5 35.5 44.8 37.1 40.5 55.2 48.5 35.8 48.8 49.8 49.2 32.1 29.1 43.5 39.5 43.5 32.4 42.1 47.8 55.2 44.8 56.9 48.2 54.2 47.5

あまりあてはまらない 7.36 9.36 4.35 6.69 15.7 30.1 11 27.1 5.69 9.7 10 18.7 8.03 6.02 6.35 3.01 4.01 7.36 7.02 11 6.02 3.68 15.4 4.68 7.02 5.35 7.69 9.7 4.01

まったくあてはまらない 1.34 1.67 0.67 1.34 2.68 9.36 1.34 17.4 0.67 2.68 2.68 6.02 2.01 0.67 2.01 1 0.33 2.34 2.34 2.34 1 2.01 2.68 2.34 2.34 1 2.34 2.01 2.01

よくわからない 8.03 3.68 2.34 2.68 8.7 3.01 22.7 3.68 38.1 15.7 16.1 26.8 10.4 15.1 16.7 0 5.35 14.4 18.4 13 1.34 29.4 14.4 8.7 26.4 18.4 19.7 11 2.68



〇以下、お寄せいただいた御意見に対する本校としての考え方を担当分掌からお答えします。 

《進路指導について》 

北嵯峨高校の教職員が一体となって生徒の皆さんの進路保障に尽力したいと考えています。進路相談等で

疑問や不安、相談などがありましたら、いつでも進路指導部に御連絡ください。対応させていただきます。 

長期休業中のセミナーについて様々な御意見を頂戴しております。個々の生徒の皆さんに合った内容のセ

ミナーでなかったことは大変残念であり申し訳ありませんでした。事前に案内されていることと自分が希望

したことに相違を感じた場合はできるだけ早く生徒から教員に相談をしてください。自分からアクションを

起こすことも学習の第１歩になるため、セミナーの担当者や担任、進路指導部など相談しやすい教員に声を

かけていただくことで、解決に向けた手立てをとりたいと思います。 

また、進路指導部では常により良いセミナーの在り方について検討をしています。次年度に向けてより生

徒の皆さんの意欲をすくい上げられるようなセミナーを開講できるよう努めてまいります。 

《登下校の服装について》 

登下校時は、年間を通して制服登校が原則です。防寒対策について御意見をいただきましたが、まずはイ

ンナーやタイツ等での対策をお願いします。その上で、寒さが厳しい場合は制服の上から着用できる防寒具

も認めております。（スカートの下にズボンを履くことは認めていません。防寒具を着用して登校し、速や

かに更衣室で着替えてください。） 

登下校時の防寒具は、ウインドブレーカー等を想定しております。制服での登下校が原則であることをご

理解いただき、登下校にふさわしい服装であるかどうか、また、防寒性よりもファッション性を優先したも

のになっていないかという点について、ご家庭でもご確認いただきますようお願いいたします。 

《部活動と学習の両立について》 

部活動と学習との両立について御意見を頂戴しました。本校では多くの生徒が部活動に参加し、その両立

に向けて努力をしています。両立のために時間の工夫をしたり、勉強方法や内容を工夫したり、また、それ

に悩んで教員に相談することもあるでしょう。両立ができていることも大切ですが、その過程で考えたり悩

んだりすることにも大いに意味があると考えています。自分に立ちはだかる課題に対して自分は何ができる

か、どうしようとするか、どうしたいのか、大いに悩み考え、その過程で、担任や顧問とも十分に相談をす

る、解決に向けた動きを自ら模索することで、勉強だけでない成長が伴うと考えます。担任・顧問・進路指

導部等いつでも相談にのりますし、生徒とともに解決していきたいと考えています。 

《昼食・キッチンカーについて》 

｢学食を入れてほしい｣という御意見をいただきました。学食については従来からの懸案事項ではあります

が、本校では３年前に他の府立学校に先駆けて日替わりキッチンカーを導入したところです。キッチンカー

の出店情報やメニューについては、学校ＨＰトップ画面下の「キッチンカー」のリンクから御確認いただけ

ますので、ぜひ御利用ください。また、パンやおにぎりなどの軽食については、３棟１階セミナールームＣ

の購買部「ありすとあ」にてお昼の時間帯に販売しておりますので御利用ください。今後も購買の品揃え充

実の協力依頼や、無人販売業者の受け入れなども検討していきたいと考えています。 

なお、｢行事予定を見ても昼食が必要かどうかわからない｣という御意見もありました。授業等の予定は担

任からお子様に連絡をしていますので、御家庭でお子様に確認いただきますようお願いいたします。 

《学校ホームページ・インスタグラム等の更新について》 

 学校ＨＰ・公式 Instagramを閲覧いただきありがとうございます。部活動の投稿については、大きな大会

だけでなく日々の練習風景などの投稿も充実させていけるよう検討してまいります。いただいた御意見を踏

まえて、今後の広報・情報発信の充実に努めてまいります。 

《施設・設備面について》 

空調設備については、特に１年生と２年生ＨＲ教室のエアコン老朽化により、今年度は不調や故障が続

き、度重なる教室移動などで御迷惑をおかけしました。現在、２棟から４棟の特別教室も含め約 30教室の空

調設備の更新工事を実施しており、３月末に完成予定です。 

体育館の空調設備については、府立学校の体育館に令和８年度から５ヶ年で空調設備を設置することが既に

計画されています。本校は、何年目になるか現段階では不明ですが、それまでの間はスポットクーラーや扇

風機、休憩時間をこまめに設定するなど、今後も熱中症対策に取り組んでまいります。 

自転車置き場の屋根については従来からの懸案事項であり、府教委にも毎年要望を続けているところで

す。しかし、府の財政状況と本校が歴史的風土特別保存地区に隣接していることから、新たな建物の建築は

難しい状況です。レインコートは生徒昇降口内に掛ける場所がありますが、自転車用ヘルメット置き場につ

いては、ヘルメット着用の普及推進とともに検討していきたいと思います。  

 


